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研究要旨 
本研究では、指定難病であるサルコイドーシス、特発性間質性肺炎、閉塞性細気管支炎、肺胞蛋白症（自己
免疫性および先天性）および類縁疾病を対象として、診断基準・重症度・診療ガイドラインの策定および改
訂、レジストリを活用した多分野診療提供体制の構築、関連学会や患者会と連携した普及・啓発活動などを
推進し、その結果として難病患者の実態把握、診断・治療の標準化、難病患者の QOL 向上を実現した。 

 
研究分担者 
高橋弘毅・札幌医科大学医学部呼吸器アレルギー内
科学講座教授、今野哲・北海道大学大学院医学研究
院教授、海老名雅仁・東北医科薬科大学医学部教授、
坂東政司・自治医科大学内科学講座呼吸器内科学部
門教授、蛇澤晶・地方独立行政法人総合病院国保旭
中央病院臨床病理科部長、慶長直人・(公財)結核予
防会結核研究所副所長、針谷正祥・東京女子医科大
学医学部特任教授、本間栄・東邦大学医学部びまん
性肺疾患研究先端統合講座教授、岸一馬・東邦大学
医学部教授、吾妻安良太・日本医科大学医学部教授、
小倉高志・神奈川県立循環器呼吸器病センター副院
長、須田隆文・浜松医科大学内科学第二講座教授、
長谷川好規・名古屋大学大学院医学研究科教授、近
藤康博・公立陶生病院呼吸器アレルギー疾患内科副
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一・（独）国立病院機構近畿中央呼吸器センター臨床
研究センターセンター長、上甲剛・独立行政法人労
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服部登・国立大学法人広島大学大学院医系科学研究
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埼玉医科大学国際医療センター教授、渡辺憲太朗・
福岡大学医学部教授 
 
A. 研究目的 
本研究では、指定難病であるサルコイドーシス、特
発性間質性肺炎、閉塞性細気管支炎、肺胞蛋白症（自
己免疫性および先天性）および周辺疾患を対象とし
て、診断基準、重症度分類、診療ガイドラインの策
定・改訂、レジストリを活用した多分野による診療
体制の構築、関連学会や患者会と連携した普及・啓
発活動の推進を目的とした。 
 サルコイドーシスについては診断基準、重症度分
類、診療ガイドラインを策定・改訂することを目標
とした。 

特発性間質性肺炎については診断基準、重症度分
類、診療ガイドラインを策定・改訂すること、レジ
ストリを活用して多分野診療提供体制を構築するこ
と、関連学会や患者会と連携した普及・啓発活動を

推進することを目標とした。 
閉塞性細気管支炎については診断基準、重症度分

類、診療ガイドラインを策定・改訂することを目標
とした。 
肺胞蛋白症（自己免疫性及び先天性）については

診断基準、重症度分類、診療ガイドラインを策定・
改訂すること、関連学会や患者会と連携した普及・
啓発活動を推進することを目標とした。 
 
B. 研究方法  
研究代表者に加えてのべ 21 名の研究分担者と研究
を推進した（表 1）。研究組織としてサルコイドーシ
ス分科会、特発性間質性肺炎分科会、難治性気道疾
患分科会、稀少びまん性肺疾患分科会の 4 つの分科
会を設置した（表 2）。 
サルコイドーシス分科会は平成 30 年度より心サ

ルコイドーシス部会を新設し、従来の活動について
は疫学調査・診療ガイド部会として担当することと
した。 
特発性間質性肺炎分科会は平成 29 年度より 11 部

会（診療ガイドライン部会、IPF 合併肺癌ガイドラ
イン部会、ANCA 陽性間質性肺炎部会、臨床個人票・
重症度分類部会、レジストリ部会、画像部会、病理
部会、PPFE 部会、バイオマーカー部会、多施設治療
研究支援部会、疾病の普及・啓発・患者会設立部会）
でスタートした。平成 30年度からは診療ガイドライ
ン部会は IIPs 診断と治療の手引き・IPF 治療ガイド
ライン部会に、臨床個人票・重症度分類部会は疫学
調査・重症度分類部会に、画像部会は画像・診断基
準部会に、疾病の普及・啓発・患者会設立部会は疾
病の普及・啓発・患者会支援部会にそれぞれ名称変
更された。また、クライオバイオプシー部会、急性
増悪部会が新設された。 
難治性気道疾患分科会は平成 29 年度より部会設

置を行わず包括的に研究を推進した。 
稀少びまん性肺疾患分科会には平成29年度より3

部会（HPS・若年進行性肺線維症部会、肺胞蛋白症部
会、肺胞微石症部会）でスタートした。平成 30年度
から肺胞微石症部会を肺胞微石症・特発性肺骨化症
部会に名称変更した。 
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C. 結果 
サルコイドーシスについては、平成 30 年度に診療ガ
イドライン（サルコイドーシス診療の手引き 2018）
を改訂し、日本サルコイドーシシス/肉芽腫性疾患学
会のホームページ（http://www.jssog.com）に公開
した。また、令和元年度には診療ガイドラインを検
証・更新した。 

特発性間質性肺炎については、平成 29 年度に日本
呼吸器学会腫瘍学術部会・びまん性肺疾患学術部会
が編集し、編集委員会にびまん性肺疾患に関する調
査研究班が加わり、間質性肺炎合併肺癌に関するス
テートメントを刊行した。また、日本医療研究開発
機構(難治性疾患実用化研究事業) 特発性間質性肺
炎の診断精度向上とエビデンス創出のためのクラウ
ド型統合データベースとインタラクティブ診断シス
テムの開発に関する研究班と共同で、呼吸器医、画
像診断医、病理診断医による多分野診断チームの組
織し、レジストリ症例の MDD 診断を開始した。さら
に、間質性肺炎/肺線維症患者会および同患者会関東
支部を設立した。 

平成 30 年度には特発性間質性肺炎の診断基準・重
症度分類について日本呼吸器学会の承認を得た。ま
た、特発性肺線維症の治療ガイドライン 2017 を英文
化し、Rsepiratory Investigasion 誌に公表した 1)。
さらに、日本呼吸器学会と連携して間質性肺炎・肺
線維症に関する啓発チラシを作成した。 

令和元年度には特発性肺線維症の治療ガイドライ
ン 2017 におけるクリニカルクエスチョン（CQ）に係
る GRADE 法に基づくデータを日本呼吸器学会のホー
ムページ（https://jrs.or.jp）に公開した。また、
患者と家族を対象としたアンケート調査を実施し、
診療ガイドラインの普及に係る実態や課題を把握し
た。さらに、日本医療研究開発機構(難治性疾患実用
化研究事業) 特発性間質性肺炎の診断精度向上とエ
ビデンス創出のためのクラウド型統合データベース
とインタラクティブ診断システムの開発に関する研
究班と共同で 500 例を超えるレジストリ症例の MDD
診断を実施しながら、多分野診療提供体制を構築し
た。平成 30年度から令元年度まで患者会の支援を行
い、毎年間質性肺炎肺線維症勉強会を開催した。 

閉塞性細気管支炎については、平成 29 年度に診療
ガイドライン（難治性びまん性肺疾患診療の手引き）
を刊行し、日本呼吸器学会の学会承認を得た。平成
30 年度には閉塞性細気管支炎の診断基準・重症度分
類について日本呼吸器学会の承認を得た。令和元年
度には呼吸器学会学術講演会において難治性気道疾
患のシンポジウムおよび呼吸器難病疾患克服に向け
ての会長企画シンポジウムを企画し、診断基準、重
症度分類、診療ガイドラインの普及・啓発活動を推
進した。 

肺胞蛋白症については、平成 29年度より日本医療
研究開発機構(難治性疾患実用化研究事業)研究班と

共同でガイドライン作成委員会を組織し、ガイドラ
インの改訂作業を進めた。平成 30 年度には国際ガイ
ドライン作成の準備を進め、米国 NHLBI Rare Lung 
Disease Consortium 2018 お よ び ド イ ツ
International Symposium ILD において海外の研
究者とガイドラインに関する討議を行った。平成
30 年度から令元年度まで患者会の支援を行い、日本
医療研究開発機構(難治性疾患実用化研究事業)研究
班と共同で毎年肺胞蛋白症勉強会を開催した。 
 
D. 考察 
難病患者の実態把握、診断・治療の標準化、難病患
者の QOL 向上が当班に期待されている。平成 29 年に
刊行された IPF 治療ガイドラインの普及により診
断・治療の標準化が進み、難病患者の実態把握にも
寄与しているが、平成 30年度に実施した英文化によ
り国外への情報発信につながっている。特発性間質
性肺炎の診断には呼吸器医、画像診断医、病理医に
よる MDD 診断が推奨されているが、一般の病院で実
行するのは困難であり、診断の標準化の観点から多
分野診療提供体制の構築が望まれる。クラウド型統
合データベースとして構築されたレジストリ症例を
対象に実施する遠隔診断システムを用いた MDD 診断
の経験により多分野診療提供体制が構築されつつあ
る。また、班研究の推進により診断・治療の標準化
が実現すれば難病患者の QOL 向上に貢献することが
期待される。肺胞蛋白症患者会の設立に続いて、特
発性間質性肺炎の患者会を設立され、支援活動を行
った。関西と関東の 2 地域に加えて東海地域でも患
者と家族を対象とした勉強会が予定されており、疾
病の普及・啓発を進めるとともに難病患者が抱えて
いる現実的な課題を拾い上げ、わが国の難病政策に
資する活動として継続したい。臨床調査個人票を使
用した全国疫学調査も開始されたが、難病患者の実
態把握がに資する活動となると思われる。 
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表 2 分科会および部会と会長/副会長の変遷
        平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度  
A サルコイドーシス分科会     今野/山口 
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B 特発性間質性肺炎分科会 
1. IIPs 診断と治療の手引き・IPF 治療ガイドライン部会* 坂東/本間 坂東/本間 坂東/本間 
2. IPF 合併肺癌ガイドライン部会    伊達/岸 伊達/岸 伊達/岸 
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4. 疫学調査・重症度分類部会+    高橋  高橋  高橋 
5. レジストリ部会      須田  須田  須田 
6. 画像・診断基準部会★     酒井  酒井  上甲 
7. 病理部会       蛇澤  蛇澤  蛇澤 
8. クライオバイオプシー部会      小倉  小倉 
9. PPFE 部会       渡辺  渡辺  須田 

10. バイオマーカー部会     服部  服部  服部 
11. 急性増悪部会        近藤  近藤 
12. 多施設治療研究支援部会     本間/吾妻 本間/吾妻 本間/吾妻 
13. 疾病の普及・啓発・患者会支援部会☆   井上/小倉 井上/小倉 井上/小倉 
 
C 難治性気道疾患分科会     長谷川/慶長 長谷川/慶長 長谷川/慶長 
 
D 稀少びまん性肺疾患分科会 
1. HPS・若年進行性肺線維症部会    海老名  海老名  海老名 
2. 肺胞蛋白症部会      井上  井上  井上 
3. 肺胞微石症部会・特発性肺骨化症部会++   西岡  西岡  西岡   

       
*平成29年度は診療ガイドライン部会 
+平成29年度は臨床調査個人票・重症度分類部会 
★平成29年度は画像部会 
☆平成29年度は疾病の普及・啓発・患者会設立部会 
++平成29年度は肺胞微石症部会 
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坂東政司 剥離性間質性肺炎
(DIP)・ 呼吸細気
管支炎を伴う間質
性肺炎(RB-ILD) 

日本呼吸器
学会びまん
性肺疾患学
術部会／厚
生労働省難
治性疾患政
策研究事業
びまん性肺
疾患に関す
る調査研究
班 

気管支肺胞洗
浄【BSL】法の
手引き 改訂
第３版 

克誠堂 東京 2017 84-88 

坂東政司 特発性間質性肺炎
(IIPs)の分類 

川名明彦，
江口研二 

呼吸器疾患－
最新の薬物療
法－２ 

克誠堂 東京 2017 150-157 

坂東政司 特発性肺線維症に
経口ステロイドを
使ってはいけない
のか 

長瀬洋之 呼吸器疾患の
薬物療法を極
める 

文光堂 東京 2018 137-141 

坂東政司 特発性肺線維症の
治療ガイドライン
UPDATE 

門田淳一，
弦間昭彦，
西岡安彦 

呼吸器疾患 
最新の治療20
19-2020 

南江堂 東京 2019 25-29 

坂東政司 特発性間質性肺炎 浦部晶夫，
島田和幸，
河合眞一 

今日の処方 

改訂第6版 

南江堂 東京 2019 179-184 

慶長直人  Ⅱ各疾患の BAL 所
見と検査の意義 
D.閉塞性肺疾患 
3.びまん性汎細気
管支炎 

中田光 
石井芳樹 

気管支肺胞洗
浄（BAL)法の
手引き（改訂
第3版） 

克誠堂 東京 2017 144-147 
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本間栄 特発性間質性肺炎 福井次矢, 
高木誠、小
室一成 

2017今日の治
療指針 

医学書院 東京 2017 309-310 
 

坂本晋、本
間栄 

びまん性汎細気管
支炎/副鼻空気管
支症候群 

藤田次郎、
大朏裕治 

呼吸器疾患：
Clinical-Rad
iological-Pa
thologicalア
プローチ 

南江堂 東京 2017 110-114 

本間栄 特発性肺線維症 矢崎義雄 内科学第11版 朝倉書店 東京 2017 784-787 

Homma S Therapeutic 
Straegies for 
DLI: How Should 
DLI be Treated? 

Hanaoka M, 
Nakamura H, 
Aoshiba K. 

Drug-Induced
 Lung Injury 

Springer Singapor
e 

2018 115-125 

本間栄 特発性肺線維症 福井次矢, 
高木誠、小
室一成 

2018今日の治
療指針 
 

医学書院 東京 2018 306-308 

坂本 晋、
本間 栄 

サルコイドーシス 門脇 孝、
小室一成、
宮地良樹 

診療ガイドラ
インUP-TO-DA
TE 2018-2019 

メデイカ
ルレビュ
ー社 

東京 2018 610-614 

本間栄 肺線維症の概念と
今後の展望 

本間栄 症例から考え
る難治性びま
ん性肺疾患—
病態と最新治
療戦略—呼吸
器ジャーナ
ル：66 

医学書院 東京  2018 274-280 

一色琢磨、
坂本晋、本
間栄 

特発性肺線維症の
急性増悪にリコン
ビナントトロンボ
モジュリンは有効
か？ 

本間栄 症例から考え
る難治性びま
ん性肺疾患—
病態と最新治
療戦略—呼吸
器 ジ ャ ー ナ
ル：66 

医学書院 東京  2018 274-280 

本間栄、坂
本晋 

血管炎に伴う間質
性肺炎 

三嶋理晃、
吾妻安良太 

間質生肺炎・
肺線維症と類
縁疾患 

中山書店 東京  2018 p281-288 

本間栄 間質性肺炎の急性
増悪 

福井次矢,
高木誠、小
室一成 

今日の治療指
針2019 

医学書院 東京 2019 316-317 

坂本晋、本
間栄 

ANCA 関連血管炎に
おける肺疾患 

門田淳一、
弦間昭彦、
西岡安彦 

呼吸器疾患最
新の治療2019
-2020 

南江堂 東京 2019 346-348 

本間栄 特発性間質性肺炎 水澤英洋, 
五十嵐隆、
北川泰久、
高橋和久、
弓倉整 

指定難病ペデ
イア2019 

日本医師
会 

東京 2019 194-196 
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本間 栄 間質性肺炎におけ
る可溶性 IL-2 受
容体の臨床病理学
的意義に関する研
究 

公益信託
「岡本敏記
念肺線維症
研究基金」
運営委員会 

公益信託「岡
本敏記念肺線
維症研究基
金」記念誌─2
7年のあゆみ 

COSMIC 東京 2019 22 

小川和雅、
岸一馬 

サルコイドーシス
/多発血管炎性肉
芽腫症（ウェゲナ
ー肉芽腫症） 

川名明彦・
江口研二  
 

呼吸器疾患-
最新の薬物療
法-２  

克誠堂出
版 

東京 2017 226-232 

岸一馬 原発性肺癌の治療
方針 併存症合併
肺癌－間質性肺炎
を中心に 

髙橋和久、 
三嶋理晃 

呼吸器疾患診
断治療アプロ
ーチ 肺癌 

中山書店 東京 2018 169-173 

吾妻安良
太、成田宏
介 

専門医の管理・治
療が必要な疾患の
ガイドライン 呼
吸器疾患 1 間質
性肺炎 

泉孝英 今日の診療の
ためのガイド
ライン外来診
療 

日経メデ
ィカル開

発 

東京 2019 416-420 

吾妻安良
太 

特発性間質性肺炎 福井次矢,
高木 誠、
小室一成 

今日の治療指
針2019 

医学書院 東京 2019 317-319 

中村祐太
郎，須田隆
文 

Pleuroparenchyma
l fibroelastosis 
(PPFE) 

藤田次郎、
大朏祐治 

呼吸器疾患：
Clinical-Rad
iological-Pa
thological ア
プローチ 

南江堂 東京 2017 136-139 

Suda T Pulmomary 
Fibrosis: 
Hereditary and 
Non-hereditary- 
What are the Role 
of Genetic 
Factors in 
Pathogenesis of 
Pulmonary 
Fibrosis? 

Kaneko T Clinical 
Relevance of 
genetic 
factors I 
Pulmonary 
Disease. 

Springer Singapor
e 

2018 107-133 

Suda T Terapeutic 
Strategies for 
interstitial lung 
Diseases in 
Rheumatoid 
Arthritis. 

Gono T, 
Tokuda H, 
Sakai F, 
Takemura T 

Lung Diseases 
Associated 
with 
Rheumatoid 
Arthritis 

Springer Singapor
e 

2018 141-148 

大山吉幸, 
須田隆文 

膠原病肺の画像所
見の特徴は？ 

藤田次郎 
 

呼吸器ジャー
ナル 呼吸器
画像診断-エ
キスパートの
視点- 

医学書院 東京 2018 82-92 
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須田隆文 間質性肺疾患 非
特異性間質性肺炎
（NSIP） 

藤田次郎、
大朏祐治 

呼吸器疾患最
新の治療2019
-2020 

南江堂 東京 2019 312-315 

長谷川好
規、橋本 
直純 

Ⅱ各疾患の BAL 所
見と検査の意義 
D.閉塞性肺疾患  
4.閉塞性細気管支
炎 

中田光 
石井芳樹 

気管支肺胞洗
浄（BAL)法の
手引き（改訂
第3版） 

克誠堂 東京 2017 148-150 

片岡健介、
近藤康博 

特発性肺線維症 
急性増悪期の病態 

本間栄 症例から考え
る難治性びま
ん性肺疾患-
病態と最新治
療戦略 

医学書院 東京 2018 260-266 

近藤康博 急性または亜急性
の間質性肺炎 急
性間質性肺炎 

妻安良太、
三嶋理晃 

間質性肺炎・
肺線維症と類
縁疾患 

中山書店 東京 2018 204-208 

近藤康博 間質性肺炎の急性
増悪 

福井次矢、
高木誠、小
室一成 

今日の治療指
針2018年版 

医学書院 東京 2018 303-304 

近藤康博 特発性肺線維症 福井次矢、
高木誠、小
室一成 

今日の治療指
針2019年版 

医学書院 東京 2019 319-320 

近藤康博、
片岡健介 

特発性肺線維症
（IPF） 

丸山征郎 ファーマナビ
ゲーターDIC
編 

メディカ
ルレビュ
ー社 

東京 2019 234-249 

伊達洋至 クリニカルクエス
チ ョ ン と 推 奨 
IPF を含む IP 合併
肺癌の治療 

厚生労働省
科学研究費
補助金難治
性疾患政策
研究事業
「びまん性
肺疾患に関
する調査研
究」班 特発
性肺線維症
の治療ガイ
ドライン作
成委員会 

特発性肺線維
症の治療ガイ
ドライン2017 

南江堂 東京 2017 p33-39 

伊達洋至 間質性肺炎急性増
悪の診断と増悪予
測因子 

日本呼吸器
学会腫瘍学
術部会・び
まん性肺疾
患学術部会 

間質性肺炎合
併肺癌に関す
るステートメ
ント 

南江堂 東京 2017 p50-54 
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井上義一 肺胞蛋白症 藤田次郎, 
大朏祐治 

〜臨床・画
像・病理」を
通して理解で
きる！〜呼吸
器疾患：Clini
cal-Radiolog
ocal-Patholo
gicalアプロ
ーチ 

南江堂 東京 2017 152 

井上義一, 
寺本友昭, 
笠井孝彦 

肺胞蛋白症（PAP） 日本呼吸器
学会腫瘍学
術部会・び
まん性肺疾
患学術部会 

気管支肺胞洗
浄【BAL】法の
手引き 改訂
第3版 

克誠堂出
版 

東京 2017 122-125 

井上義一 肺胞蛋白症 福井次矢, 
高木誠, 小
室一成 

今日の治療指
針 2018年版 

医学書院 東京 2018 313-314 

井上義一 分類不能型特発性
間質性肺炎に含ま
れる概念とその周
辺 

三嶋理晃 間質性肺炎・
肺線維症と類
縁疾患 

中山書店 東京 2018 234-238 

井上義一 肺胞蛋白症 浅野文祐, 
坂英雄 

気管支鏡テキ
スト 第3版 

医学書院 東京 2019 256-260 

井上義一 肺胞蛋白症(自己
免疫性肺胞蛋白
症) 

水澤英洋, 
五十嵐隆, 
北川泰久, 
高橋和久, 
弓倉整 

指定難病ペデ
ィア2019 

日本医師
会 

東京 2019 201 

Johkoh T Idiopathic 
Pulmonary 
Fibrosis 

Marinez-Ji
menz S, 
Rosado-de-
Christenso
n ML, 
Carter BW 

HRCT of the 
Lung 2nd Ed 

Elsevier Philadel
phia 

2017 161 

上甲 剛 特発性肺線維症 門田淳一、
弦間昭彦、
西岡安彦 

呼吸器疾患最
新の治療  

南江堂 東京 2019 306 

上甲 剛 胸部 CT 読影のキ
ホン 

喜舎場朝雄 Lessonn!胸部
画像の読み方 

南江堂 東京 2019 24 

中島拓 
服部登 

注目される新規バ
イオマーカー 

滝沢始 呼吸器内科：
間質性肺炎・
肺線維症のト
ピックス 

科学評論
社 

東京 2018 245 

堀益靖、服
部登 

V. 臓器・系統別副
作用概論 5. 呼吸
器障害 

寺本民生 日本臨床  医
薬品副作用学
(第3版)上 -
薬剤の安全使
用アップデー
ト- 

日本臨牀
社 

大阪 2019 439 
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山口覚博、
服部登 

間質性肺炎のマー
カー（KL-6, SP-A, 
SP-D） 

深川雅史、
花房規男、
鶴屋和彦、
駒場大峰 

透析患者の検
査値の読み方
 第4版 

日本メデ
ィカルセ
ンター 

東京 2019  

西岡安彦 間質性肺炎の急性
増悪 

福井次矢、
高木誠、小
室一成 

今日の治療指
針2017 

医学書院 東京 2017 308-309 

埴淵昌毅、
西岡安彦 

じん肺症（珪肺，
アスベスト肺） 

猿田享男、
北村惣一郎 

私の治療 
2017-18年度
版 

日本医事
新報社 

東京 2017 242-243 

西岡安彦 過敏性肺炎 福井次矢、
高木誠、小
室一成 

今日の治療指
針2018 

医学書院 東京 2018 309-310 

小山壱也、
西岡安彦 

テロメア伸長と肺
線維症 

三嶋理晃 
総編集、吾
妻安良太 

呼吸器疾患診
断治療アプロ
ーチ4「間質性
肺炎・肺線維
症と類縁疾
患」 

中山書店 東京 2018 20-25 

西岡安彦 好酸球性肺炎 福井次矢、
高木誠、小
室一成 

呼吸器疾患最
新の治療2019
-2020 

南江堂 東京 2019 320-321 

佐藤正大, 
西岡安彦 

特発性間質性肺炎
（その他の非特異
性間質性肺炎，器
質化肺炎） 

猿田享男・
北村惣一郎 

私の治療 201
9-20年度版 

日本医事
新報社 

東京 2019 電子コン
テンツ 

渡辺憲太
朗 

薬剤性肺障害 日本呼吸器
学会腫瘍学
術部会・び
まん性肺疾
患学術部会 

気管支肺胞洗
浄【BAL】法の
手引き 改訂
第3版 

克誠堂出
版 

東京 2017 98-102 

渡 辺 憲 太
朗 

サルコイドーシス 矢﨑義雄 内科学 第11
版 

中山書店 東京 2017 776-778 
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雑誌                                                     
 

  発表者氏名   論文タイトル名  発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Shirai T, Furusawa H, 
Furukawa A, Ishige Y, 
Uchida K, Miyazaki Y, 
Eishi Y, Inase N 

Protein antigen of 
bird-related 
hypersensitivity 
pneumonitis in pigeon 
serum and dropping. 

Respir Res 18 65 2017 

Furusawa H, Sugiura 
M, Mitaka C, Inase N 

Direct hemoperfusion with 
polymyxin B-immobilized 
fibre treatment for acute 
exacerbation of 
interstitial pneumonia. 

Respirology 22 1357-1362 2017 

Ochi J, Ohtani Y, 
Takemura T, Akashi T, 
Tateishi T, Miyazaki 
Y, Inase N, Yoshizawa 
Y 

Histological variability 
and consequences in 
chronic bird-related 
hypersensitivity 
pneumonitis. 

Respirology 22 1350-1356 2017 

Sema M, Miyazaki Y, 
Tsutsui T, Tomita M, 
Eishi Y, Inase N 

Environmental levels of 
avian antigen are relevant 
to the progression of 
chronic hypersensitivity 
pneumonitis during antigen 
avoidance. 

Immun 
Inflamm Dis 

6 154-162 2018 

Hanzawa S, Tateishi 
T, Takemura T, Okada 
Y, Yamada Y, Noda M, 
Miyazaki Y, Inase N 

The Analysis of Surgical 
Lung Biopsy and Explanted 
Lung Specimens Sheds Light 
on the Pathological 
Progression of Chronic 
Bird-related 
Hypersensitivity 
Pneumonitis. 

Intern Med 58 1145-1150 2019 

Nukui Y, Miyazaki Y, 
Masuo M, Okamoto T, 
Furusawa H, Tateishi 
T, Kishino M, 
Tateishi U, Ono J, 
Ohta S, Izuhara K, 
Inase N 

Periostin as a predictor of 
prognosis in chronic 
bird-related 
hypersensitivity 
pneumonitis. 

Allergol Int 68 363-369 2019 

Yamada Y, Yamada G, 
Otsuka M, Nishikiori 
H, Ikeda K, Umeda Y, 
Ohnishi H, Kuronuma 
K, Chiba H, Baumbach 
JI, Takahashi H. 

Volatile Organic Compounds 
in Exhaled Breath of 
Idiopathic Pulmonary 
Fibrosis for 
Discrimination from 
Healthy Subjects. 

Lung 195 248-254 2017 

Yokoo K, Shiratori M, 
Ikeda K, Umeda Y, 
Otsuka M, Nishikiori 
H, Chiba H, Koba H, 
Takahashi H. 

Significance of Combined 
Emphysema in Idiopathic 
Pulmonary Fibrosis and 
Serum Surfactant Protein-D 
as a Prognostic Factor. 

Pulm Res 
Respir Med 
Open J. 

4 24-32 2017 
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Ikeda K, Shiratori M, 
Chiba H, Nishikiori 
H, Yokoo K, Saito A, 
Hasegawa Y, Kuronuma 
K, Otsuka M, Yamada 
G, Takahashi H. 

Serum surfactant protein D 
predicts the outcome of 
patients with idiopathic 
pulmonary fibrosis treated 
with pirfenidone. 

Respir Med. 131 184-191 2017 

Shioya M, Otsuka M, 
Yamada G, Umeda Y, 
Ikeda K, Nishikiori 
H, Kuronuma K, Chiba 
H, Takahashi H. 

Poorer Prognosis of 
Idiopathic 
Pleuroparenchymal 
Fibroelastosis Compared 
with Idiopathic Pulmonary 
Fibrosis in Advanced 
Stage. 

Can Respir 
J. 

 6043053 2018 

Takahashi Y, Saito A, 
Chiba H, Kuronuma K, 
Ikeda K, Kobayashi T, 
Ariki S, Takahashi M, 
Sasaki Y, Takahashi 
H. 

Impaired diversity of the 
lung microbiome predicts 
progression of idiopathic 
pulmonary fibrosis. 
 

Respir Res. 19 34 2018 

Kuronuma K, Honda H, 
Mikami T, Saito A, 
Ikeda K, Otsuka M, 
Chiba H, Yamada G, 
Sato T, Yokota SI, 
Takahashi H. 

Response to pneumococcal 
vaccine in interstitial 
lung disease patients: 
Influence of systemic 
immunosuppressive 
treatment. 

Vaccine. 36 4968-4972 2018 

Terasaki F, Fukumoto 
H, Kawata R, Hirose 
Y, Fujita SI, Katano 
H, Ishizaka N 

A comprehensive search for 
microbial DNA and RNA in 
sarcoidosis tissue samples 
by quantitative polymerase 
chain reaction. 

Infect Dis 
(Lond) 

Mar 3 1-3 2017 

Terasaki F, 
Yoshinaga K 

New guidelines for 
diagnosis of cardiac 
sarcoidosis in Japan. 

Ann Nucl 
Cardiol 

3 42-45 2017 

Takaya Y, Kusano K, 
Nishii N, Nakamura K, 
Ito H 

Early and frequent 
defibrillator discharge in 
patients with cardiac 
sarcoidosis compared with 
patients with idiopathic 
dilated cardiomyopathy. 

Int J 
Cardiol 

240 302-306 2017 

Kawakami H, Nakajima 
I, Wada M, Satomi K, 
Kusano K 

Endocardial and epicardial 
focal activation pattern 
due to microreentry 
ventricular tachycardia in 
a patient with cardiac 
sarcoidosis. 

Clin Case 
Rep 

5 829-832 2017 
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Miyamoto K, 
Matsuyama TA, Noda T, 
Ishibashi-Ueda H, 
Kusano K 

Pathology after a 
combination of sequential 
and simultaneous unipolar 
radiofrequency ablation of 
ventricular tachycardia in 
a postmortem heart with 
cardiac sarcoidosis. 

Clin Case 
Rep 

6 1219-1224 2018 

Terasaki F, Fujita 
SI, Kanzaki Y, Hirose 
Y, Ishizaka N 

Spontaneous reduction in 
abnormal myocardial uptake 
of fluorine-18 
fluorodeoxygluose in a 
patient with cardiac 
sarcoidosis. 

Int Heart J 59 647-651 2018 

Ishibashi K, Eishi Y, 
Tahara N, Asakura M, 
Sakamoto N, Nakamura 
K, Takaya Y, Nakamura 
T, Yazaki Y, 
Yamaguchi T, Asakura 
K, Anzai T, Noguchi 
T, Yasuda S, Terasaki 
F, Hamasaki T, Kusano 
K 

Japanese antibacterial 
drug management for 
cardiac sarcoidosis (J‐
ACNES): A multicenter, 
open‐label, randomized, 
controlled study. 

J Arrhythm 34 520-526 2018 

Terasaki F, Fujita S, 
Miyamura M, Kuwabara 
H, Hirose Y, Torii I, 
Nakamura T, Hoshiga M 
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